
各都道府県調査回答校 校長様 

 

全国高等学校長協会生徒指導研究委員会 

令和８年度研究主題及びアンケート調査の実施について 

 

 令和８年度の全国高等学校長協会生徒指導研究委員会研究調査につきましてご回答の程

お願い申し上げます。 

 

１ 研究主題 

 「チーム学校による組織的な生徒指導体制」 

  ～学校・家庭・関係機関等との連携・協働の推進を目指して～ 

 

２ 研究主題設定理由と調査研究の趣旨 

 平成２７年１２月の中央教育審議会答申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方

策について」では、学校が直面する現代的課題に対応するため、「児童生徒の抱える複雑化・

多様化した問題や課題を解決するための体制整備」が重要な柱の一つとして示された。 

 今日、いじめ、不登校、虐待、発達上の課題、家庭環境の変化など、児童生徒を取り巻く

課題は一層複雑化・多様化しており、これらに適切に対応することは、児童生徒の健全な成

長・発達を保障する上で喫緊の課題である。 

 我が国の学校教育は、教員が児童生徒の学習指導だけでなく生活指導や進路指導等も含

めた「全人格的な成長・発達」を担う「日本型学校教育」として、国際的にも高い評価を受

けている。一方で、国際教員指導環境調査（TALIS2018）によれば、日本は学校内専門職と

して教員が占める割合が８２％と、米国（５６％）、英国（５１％）と比較して著しく高く、

教員が多くの業務を担っている現状が明らかとなっている。 

 こうした状況の中、教員の専門性のみで多様な課題に対応することには限界があり、必ず

しも児童生徒にとって最適な支援につながらない可能性がある。そのため、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカー等の専門職に加え、地域人材や関係機関と連携・協働

し、多面的かつ組織的に生徒指導を推進する体制、いわゆる「チーム学校」の構築が求めら

れている。 

 また、学校現場では、非正規職員や非常勤職員が日常的な教育活動を支えており、これら

の人材との連携・協働の充実も、組織的な対応力の向上において重要性を増している。 

 そこで本研究では、「チーム学校」による組織的な生徒指導体制の確立に向け、学校・家

庭・関係機関等との連携・協働の現状と課題を明らかにすることを目的としてアンケート調

査を実施する。その結果を基に、より効果的な連携体制の在り方について検討し、「令和の

日本型学校教育」を支える実践的な方策の提示を目指す。 

 



３ 調査研究の柱立て 

(1) チーム学校として機能する学校組織 

 (2) 生徒指導と教育相談が一体となったチーム支援 

 (3) 連携・協働の場としての学校の意義と役割 

 

４ 調査の実施方法等について 

 研究主題に関して、全国の高等学校の校長先生を対象にアンケート調査を実施します。 

 ＰＤＦ形式のアンケート設問用紙をお送りします。各都道府県のご担当者におかれまし

ては、１２名（１２校）の校長先生にアンケートへの回答をご依頼ください。１２名（１２

校）のうち、８名（８校）を全日制普通科の高等学校の校長先生とし、４名（４校）を全日

制専門学科又は総合学科の高等学校の校長先生としてください。学年制・単位制は問いませ

ん。 

 

５ アンケート調査の回答について 

(1) 回答方法について 

     回答は、Google Formsを利用しますので、各都道府県での集計の必要は不要です。 

   回答校の校長先生が直接ご回答ください。 

 

https://forms.gle/sWGDjBqKfJq9kdPz5 

 

 

 

 

 (2) 回答期限について 

   令和８年７月１７日（金）（厳守でお願いいたします） 

 

担 当 

生徒指導研究委員会委員長 

群馬県立伊勢崎興陽高等学校 

 校長 渡部健一郎 

TEL：０２７０－２５－３２６６ 

Mail：koyo-kotyo@edu-g.gsn.ed.jp 

 

 

 

 

https://forms.gle/sWGDjBqKfJq9kdPz5

